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夏の終わりに

　先日久しぶりに我が家の庭？（雑木林？）をゆっくり歩い

た。セミの死骸があちらこちらにあった。いくさの後ともい

えるぐらいたくさんあった。木にも死んでいるセミが命がけ

でつながっていた。その中に羽のないセミも何匹かいた。農

薬 の せ い で は な い か と も 考 え た が、 こ う い う 話 も 思 い 出 し

た。

それは、生物は種の保全のため、環境の変化に適応していけ

るために、「普通」でないものが生まれてくるのだ、という

ことだ。

　それは「障害」の中から「進化」ということがおこってく

るということではないだろうか。言い換えれば、いわゆる「普

通」でないものが生まれてくるから「進化」することが出来

るのだ、ということではないだろうか。自分でこのように書
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いていても納得できるような、出来ないことであるが…。こ

のことを考えると心が複雑になってしまう。やっぱり整理が

つかない。

　このことが本当であるならば人間もそうであるということ

である。人間が起こした加害－薬害…公害…自然破壊…－か

らも「障害」を持った子どもは生まれてくる。そうでなくて

もシステム（遺伝子情報の段階で）として「障害」を持った

子どもが生まれてくるということであり、その中で子どもを

産めない大人も必ずいるのである。

　 今 わ た し た ち 人 間 は そ の こ と に 反 発 し、 治 療 し た り、 隔

離したり、差別したり、挙げ句の果てには、生まないように

したりしている。感情的には理解できることではあるが、で

も本当にそれでいいのであろうか。「障害」を排除していく

の で は な く、

「 障 害 」 と 共

生 し て い く

方 向 も あ る

の で は な い

だろうか。

今年祠堂経会でお話を頂いた松本良平さんが描いてくださった絵です。
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報恩講厳修
今年はいつもとちょっと違ったホンコハン

10 月 31 日 午後２時より  逮夜勤行

   　　６時より  親子の集い

11 月 1 日 午前 9時より  晨朝勤行

   午後 1時 30 分より 日中勤行

☆本年度より親子の集いを開催します。親子で（子ど
もだけの参加、親だけの参加も OK）念珠を作り、常入
寺特製野菜カレーをみんなで食べます。これが親子の
集いです。　★そしてもう一つ、長寿者などを対象に
自宅からゴボハンへ、ゴボハンから自宅への送迎サー
ビスを実施する予定です。是非ご利用ください。

お説教は昨年同様　　松井　勇さん（福光町）です。

ご命日の集い
今期最終

親鸞聖人のご命日を縁として勤める法座です。

念仏の歴史に出会う法座　ぜひおこしください

日時 ９月 28 日午後２時～３時まで
場所　 常入寺本堂


